
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈話合いによる集団解決〉 

Ｔ：帰った人は何人ですか。 

Ｃ：６人です。どうですか。 

Ｃ：同じです。 

Ｔ：それでは、帰った６人を白色のブロックで

並べましょう。 

Ｃ：ワークシートにブロックを並べる。 

Ｔ：黒板にブロックを並べる。 

Ｔ：６人が帰っても、家の中には人が残ってい

ます。プリントの家を開けて、残っている

人のブロックを並べてみましょう。 

Ｃ：ワークシートにブロックを並べる。 

Ｔ：６人が帰って、家の中は何人になりました

か。 

Ｃ：８人です。どうですか。 

Ｃ：同じです。 

Ｔ：家の中を見てみましょうか。数えてみまし

ょう。 

Ｃ：１,２・・・８ 

Ｔ：８人残っていますね。では、今日たずねら

れていることは何でしたか。 

Ｃ：はじめの人数です。 

Ｔ：そうですね。それでは、どうやったらたず

ねられていることが分かりますか。考えコ

ーナーに書いてみましょう。 

Ｃ：６人と８人をたす。 

Ｃ：帰った人と家に残った人を合わせる。 

Ｔ：式と答えを書いてみましょう。 

 

本単元は、加減の逆思考についての学習であ

る。逆思考の問題は、児童にとって大変抵抗があ

る。そこで、ブロック操作によって、文章を具体

化していく。また、ブロックをテープ図に置き換

え、テープ図から数量関係を見いだしたり、数量

関係をテープ図に表したりしていく。 

本時は、分かっていること、たずねられている

ことの言葉を整理しながらブロック操作を行い、

問題文を具体化できているか評価したい。また、

自分の考えを書くことで一人一人が明確に考えを

持てるようにしていく。 

 

  

本時においては、逆思考の問題を考える１時

間目であり、問題をイメージして具体化してい

くことが難しいと考えられる。よって、分かっ

ていること、たずねられていることの言葉を整

理しながらブロック操作を行わせ、考えを持た

せていきたい。 

「活用」の力を見取る具体的な規準としては、 

①文章問題を読み、ラインを引き、ブロック

 を操作することで自分の考えを説明するこ

 とができる。 

②ブロックを操作して、立式し、答えを求め 

 ることができる。 

③気付いていなかったことを、説明を聞くこ

とによって理解することができる。 

④説明を聞いても理解できない。 

が、考えられる。④の状態の児童には、十分な

個別指導が必要である。次時までには、②の状

態になるように、具体物を用いながら、適用問

題の場面を理解させたい。 

「活用」の力を育てる評価の視点

児童のワークシート 
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